
申請受付 令和７年５月１日(木)からスタート

☎

福島市 都市計画課

空家・空地対策室 024-573-2751

お問い合わせ

福島市
空き家バンク

170万円
子育て世帯

新婚世帯

移住者

リフォーム
費用

≪対象となる方≫ ≪対象経費≫ ≪補助金額≫

次のいずれかの方 購入した空き家の

物件購入者向け

「空き家バンク」
登録物件なら最大

中古住宅（空き家）を購入された方

福島市
ホームページ

対象要件や申請の詳細は裏面をご覧ください。



福島市空き家リフォーム支援事業補助金のご紹介

(１)戸建住宅（住宅の用に供する部分の床面積が延べ面積の

２分の１以上の併用住宅を含む。）のうち、１年以上居住その

他の使用がなされていない空き家であること

(２)本市に事務所もしくは事業所を有する法人または住所を

有する個人事業主により実施するリフォームであること

(３)交付決定前にリフォームの契約を行っていないこと

(４)補助金の実績報告日において、購入した空き家に住民票を

有すること

(５)補助金の交付を受けた日からおおむね１０年以上居住する

意思があること

(６)他の補助制度の併用について、契約が別である場合、原則

併用可能とするが、個別に協議すること

補助の条件等

(１)補助率 ２分の１（千円未満の端数は切り捨て）

(２)限度額 １５０万円

(３)加算額 ２０万円

※加算については、リフォーム費用が300万円を超える場合で、

かつ福島市空き家バンクに登録された物件を購入した場合

補助金の額

１０件程度（先着順）

※予算額が上限に達しましたら、受付を終了します。

募集件数

申請期間

令和７年５月１日（木）～令和８年１月３０日（金）

事業完了期間

令和８年２月２７日（金）

① 基礎、柱、外壁、屋根、床、内壁、天井等の修繕又は補強工事

② 間取りの変更等の模様替えを行う工事

③ バリアフリー改修工事（手すり設置、段差解消等）

④ 屋外修繕工事（バルコニー、雨樋等）

⑤ 屋内修繕工事（壁紙張替え、畳替え、内建具、トイレ、風呂等）

⑥ 設備改修（システムキッチン、洗面台、給湯器、トイレ等）

⑦ 給排水管の修繕工事

⑧ 屋根、外壁、天井、内壁、床、外建具等の断熱改修工事

（その他、環境の負荷低減に配慮するなど住宅性能の向上に
寄与する改修など）

※補助の対象外の工事については、別添手引きを参照

補助の対象工事

(１)空き家を購入した個人

(２)移住者、新婚世帯、子育て世帯のいずれかに該当すること

(３)市税に滞納のないこと

(４)暴力団やその関係者でないこと

補助の対象者（次の各号の全てに当てはまる方）

(１)交付申請時

①交付申請書

②事業計画書

③収支予算書

④家屋の登記事項証明書（所有権移転後のもの）

⑤見積書の写し（工事内容及び業者名がわかるもの）

⑥位置図及び平面図

⑦空き家の外観及びリフォーム予定箇所の写真

⑧完納証明書（課税のない者は課税証明書又は滞納がない旨

を説明した理由書等）

⑨空き家に関する報告書

⑩交付申請に関する誓約書

⑪その他市長が必要と認める書類

(例)他の補助金の詳細が分かる資料 等

(２)実績報告時

①実績報告書

②収支決算書

③請求書及び領収書の写し

④契約書の写し

⑤リフォームの状況が分かる写真（施工中・完了）

⑥その他市長が必要と認める書類

※交付申請及び実績報告時、申請者以外が手続きを行う場合は、

「委任状」が必要となります。

提出書類

その他

当該補助以外にも、福島市内で住宅の建築や改修をお考えの方

に役立つ情報として、住宅に関する補助制度をまとめました。

なお、各制度の詳細やご不明な点につきましては、各課のホー

ムページや問い合わせなどでご確認ください。
🏠申請・問い合わせ先

福島市 都市計画課
空家・空地対策室

☎ 024-573-2751



申請受付 令和７年５月１日(木)からスタート

☎

福島市 都市計画課

空家・空地対策室 024-573-2751

お問い合わせ

150万円
３室以上の

個室あり

半数が移住者

リフォーム
費用

≪対象となる条件≫ ≪対象経費≫ ≪補助金額≫

次のすべてに該当 所有する空き家の

物件所有者向け

最大

中古住宅（空き家）を所有している方

福島市
ホームページ

対象要件や申請の詳細は裏面をご覧ください。



福島市空き家リフォーム支援事業補助金のご紹介

① 基礎、柱、外壁、屋根、床、内壁、天井等の修繕又は補強工事

② 間取りの変更等の模様替えを行う工事

③ バリアフリー改修工事（手すり設置、段差解消等）

④ 屋外修繕工事（バルコニー、雨樋等）

⑤ 屋内修繕工事（壁紙張替え、畳替え、内建具、トイレ、風呂等）

⑥ 設備改修（システムキッチン、洗面台、給湯器、トイレ等）

⑦ 給排水管の修繕工事

⑧ 屋根、外壁、天井、内壁、床、外建具等の断熱改修工事

（その他、環境の負荷低減に配慮するなど住宅性能の向上に
寄与する改修など）

※補助の対象外の工事については、別添手引きを参照

(１)戸建住宅（住宅の用に供する部分の床面積が延べ面積の

２分の１以上の併用住宅を含む。）のうち、１年以上居住その

他の使用がなされていない空き家であること

（２）3人以上が入居可能な個室が確保され、台所やリビングな

ど、共同利用できる共有スペースを持ち、入居者が半数以

上、移住者であること

(３)本市に事務所もしくは事業所を有する法人または住所を

有する個人事業主により実施するリフォームであること

(４)交付決定前にリフォームの契約を行っていないこと

(５)補助金の交付を受けた日からおおむね１０年以上運営する

意思があること

(６)他の補助制度の併用について、契約が別である場合、原則

併用可能とするが、個別に協議すること

補助の条件等

(１)補助率 ２分の１（千円未満の端数は切り捨て）

(２)限度額 １５０万円（ただし、居室1室あたり、上限５０万円）

※居室とは、建築基準法第2条第４号で示す、リビング、

ダイニング、キッチン、寝室などをいいます。

補助金の額

２件程度（先着順）

※予算額が上限に達しましたら、受付を終了します。

募集件数

申請期間

令和７年５月１日（木）～令和８年１月３０日（金）

事業完了期間

令和８年２月２７日（金）

補助の対象工事

(１)空き家を所有する個人

(２)シェアハウスとして運営する者

(３)市税に滞納のないこと

(４)暴力団やその関係者でないこと

補助の対象者（次の各号の全てに当てはまる方）

(１)交付申請時

①交付申請書

②事業計画書

③収支予算書

④家屋の登記事項証明書（所有権移転後のもの）

⑤見積書の写し（工事内容及び業者名がわかるもの）

⑥位置図及び平面図

⑦空き家の外観及びリフォーム予定箇所の写真

⑧完納証明書（課税のない者は課税証明書又は滞納がない旨

を説明した理由書等）

⑨空き家に関する報告書

⑩交付申請に関する誓約書

⑪その他市長が必要と認める書類

(例)他の補助金の詳細が分かる資料 等

(２)実績報告時

①実績報告書

②収支決算書

③請求書及び領収書の写し

④契約書の写し

⑤リフォームの状況が分かる写真（施工中・完了）

⑥その他市長が必要と認める書類

※交付申請及び実績報告時、申請者以外が手続きを行う場合は、

「委任状」が必要となります。

提出書類

その他

当該補助以外にも、福島市内で住宅の建築や改修をお考えの方

に役立つ情報として、住宅に関する補助制度をまとめました。

なお、各制度の詳細やご不明な点につきましては、各課のホー

ムページや問い合わせなどでご確認ください。🏠申請・問い合わせ先

福島市 都市計画課
空家・空地対策室

☎ 024-573-2751


